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で展開し、UV照射することで Rf 0.5付近に明瞭な 3つのスポットが共通して観察された。
これらを得る目的で局方オンジを MeOH で抽出し、各種カラムクロマトグラフィーによる





として、セネガには 3成分のうち tenuifoliside Bのみ観察された。よって、オンジについて
はこれら 3成分を検出することが重要であることが示唆された。また、オンジエキス製剤 5
製品について TLC 分析したところ、3 成分が全ての製品から確認され、オンジの指標成分
として支持された。 
ハクシュウとイヨウイケマについては、遺伝子解析により種の同定された韓国又は中国

























能 TLC 分析を行ったところ、UV 照射により共通の 3 個の明瞭なスポットを観察した。こ
のスポットに相当する成分を単離、同定するために局方オンジの含有成分の分離精製を行
い、2種の新規化合物（polygalaonjiside A、polygalaonjiside B）を含む計 23種の化合物を単
離、構造決定した。その内の tenuifoliside A、tenuifoliside B と 3,6′-di-O-sinapoylsucroseが 3
個のスポットに対応することを明らかにした。次に、この 3個の化合物が TLC試験におい







市場品（ハクシュウ 4種、イヨウイケマ 9種）について、オンジと同様に高性能 TLC分析
を行った。イヨウイケマにおいて、指標成分となり得る明瞭なスポットが観察されたので、




種の既知化合物を単離したが、その内でビアセトフェノン誘導体 cynandione A のこれまで
明らかにされていなかったビフェニル部分の C-1と C-1′ 間の結合を INADEQUATE解析に
より確認した。 







 本学位論文の予備審査会は、平成 30年 12月 26日に松山大学薬学部で開催され、口頭発
表と質疑応答が行われた。その後、学位論文審査委員により本学位論文の内容とそれに関連
した事項について口頭試問と審査が行われた。その結果、本学位論文に記載された研究成果
は、新規性と学術性が高く、その内容は薬学に関連する学問領域において高く評価されるこ
とから、審査委員全員一致して、博士（薬学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
